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Salone d' Italia: スカルラッティから始まった2026年！ 山口玲子（理事）

今年の１月25日（日）、札幌は前代未聞の暴風雪で大荒れの天気、
そうした中2026年北海道日伊協会新年会＆SALONEが開催されました。

会場はみべ音楽院Hall Scarlatti、僭越ながらSalone d' Italiaの講師を仰せ
つかった私は、ホールの名前に因み「スカルラッテイから始まる2026
年」というタイトルで、イタリアバロック時代の作曲家スカルラッ

ティ親子の作品を中心に話を構成致しました。
先ず、新年の幕開けにふさわしく明るい曲、アレッサンドロ・ス

カルラッティ（1660.5.2パレルモ～1725.10.22ナポリ）のオペラ「愛
のまこと」より「陽はすでにガンジスから」を、延与幸恵会員の華
やかなソプラノ独唱でお聴き頂きました。舞台は北アフリカのアル
ジェリア、「陽の昇る時、世界は何と幸福なのだろう！」と、暁に

感動して歌われます。アレッサンドロはオペラの他に600曲以上のカンタータを作曲して
います。２曲目は室内カンタータ「私は心に感じる」（訳：私は恋に陥ることを怖れなが
らもあなたを恋するに違いない）、３曲目には彼の最も成功したオペラ「ピッロとデメー
トリオ」から「すみれ」（訳：露をおびて、香りの良い優美なすみれよ、お前たちは葉の
陰に半ば隠れてつつましく咲いている。そしてあまりにも野心的な私の欲望を咎めてい
る）を続けて演奏いたしました。

次にアレッサンドロ・スカルラッティの息子、ドメニコ・スカルラッ
ティ（1685.10.26ナポリ～1757.7.23マドリード）の作品をご紹介しまし
た。ドメニコは16歳の時、父が楽長を務めていたナポリ王室礼拝堂の
オルガニスト兼作曲家に任命され、その後ローマでも仕事をし、34歳
でポルトガル王の宮廷礼拝堂の楽長としてリスボンに渡ります。そこ
で王女マリア・バルバラと弟ドン・アントニオの音楽教育、特に鍵盤
楽器の指導に携わります。主に彼らのレッスン教材として500曲以上の

単一楽章のソナタが生み出されました。1728年、マリア・バルバラ王女がスペインの皇太
子フェルナンドと結婚しマドリードに移る時ドメニコも同行、以後28年間スペインの宮廷
において晩年を過ごします。今回は「クラヴィチェンバロのための25のソナタ」より3曲
（第3番Allegro ハ長調、第2番GAVOTTA Allegro ニ短調、第12番Allegro ニ短調）、演奏い
たしました。
更に、ドメニコ・スカルラッティと同じ年に生まれた有名な作曲家の作品もお届けしま

した。一人目はJ.S.バッハ（1685.3.31〜1750.7 28ドイツ）。ご存じのようにバッハは子沢
山で音楽一家、子供たちも有名な音楽家として活躍しています。今回はイタリア協奏曲第

1楽章を弾かせて頂きました。もう一人の同い年は、ドイツで生まれイタリアで成功しイ
ギリスに帰化したG.F.ヘンデル（1685.2.23～1759.4.14）。プログラムの最後はロンドンで
初演された最初のオペラ「リナルド」から「私を泣かせてください」を演奏し、ソプラノ
の輝かしい高音ときらびやかな装飾音をお楽しみいただきました。
演奏の後には三部安紀子会長（みべ音楽院院長）よりホールの名前の由来についてお話

し頂き、音楽家一族のスカルラッテイのように多くの人々が集う場所に！という願いをこ
めてイタリア人のお友達が命名して下さったことがわかりました。正に現在も音楽家をは
じめ沢山の人たちが国内外から集う大切な場所です！
大雪による交通障害のためキャンセルを余儀なくされた会員も数名いらっしゃいました

が、参加された会員の方々にはバロック時代のサロンコンサート風の時間を感じて頂けた

のでは？と思います。こうして北海道日伊協会の2026年はスカルラッティから始まりまし
た。皆さま、今年もどうぞよろしくお願い申し上げます。
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